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第 1 会場（講演会場） 第 2 会場（ポスター・展示会場）
メインホール 2 Ａ メインホール 2 Ｂ

8:10～9:00

9:10～10:10

10:15～10:55

11:00～11:50

13:30～14:00

12:00～13:00

13:00～13:20

15:15～15:40

15:45～16:35

16:40～17:10

17:20～18:20

18:20～18:30

14:20～15:10

8:00～8:05

一般口演 1
座長：福島 健介

演者：雪澤 洋平／若間 仁司／田中 秀達／根ヶ山 敬大／齊藤 昌愛／花之内 健仁

基調講演
座長：山崎 琢磨

演者：星野 裕信／杉山 肇

股関節鏡　動画セッション　手技の工夫と実際
座長：渡邊 宣之

演者：錦野 匠一／大島 誠吾／小林 直実

一般口演 2
座長：小林 直実

演者：藤井 昌／野口 森幸／渡邊 宣之／大橋 慶久／森田 寛之／豊田 敬史

ICHIRO セミナー 1（ランチョンセミナー）
座長：杉山 肇

演者：大原 英嗣／内田 宗志

総　会

ICHIRO セミナー 2
座長：内田 宗志

演者：福島 健介／宇都宮 啓

一般口演 3
座長：おおえ 賢一　　演者：町田 聡／立石 聡史／南里 佑太

ICHIRO セミナー 3
座長：加谷 光規

演者：堤 真大／宇都宮 啓

ICHIRO セミナー 4
座長：大原 英嗣　　演者：兼氏 歩

パネルディスカッション 
どうする？関節包切開

座長：金治 有彦／藤井 英紀
演者：山田 和希／齊藤 昌愛／柴田 弘太郎ロバーツ／内田 宗志

閉会式

ポスターセッション

関節唇縫合タイムトライアル　決勝
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プログラム

第 1 会場（広島コンベンションホール メインホール 2A）

8：00～8：05　開会式

8：10～9：00　一般口演 1

座長：福島　健介（北里大学医学部　整形外科）

O1-1	 股関節唇損傷に対する超音波検査の有用性の検証
雪澤　洋平（横浜市立大学附属市民総合医療センター　整形外科）

O1-2	 関節軟骨障害に対する関節鏡下股関節唇縫合の治療成績
若間　仁司（大阪医科薬科大学医学部　整形外科）

O1-3	 FAI の手術治療と保存治療の臨床およびX線所見の相違に関する検討
田中　秀達（東北大学　整形外科）

O1-4	 ペルテス病様変形による二次性大腿骨寛骨臼インピンジメントに対する	
股関節鏡視下手術の術後成績

根ヶ山　敬大（産業医科大学若松病院　整形外科）

O1-5	 Cam	type	FAI において骨盤後傾が可動域改善に著効しないリスク因子は何か？　
―コンピュータシミュレーション解析と臨床成績による検討

齊藤　昌愛（北水会記念病院　整形外科）

O1-6	 股関節鏡手術トレーニングのための掘削機器の開発
花之内　健仁（�広島大学�学術・社会連携室�オープンイノベーション本部　産学連

携部�バイオデザイン部門）

9：10～10：10　基調講演

座長：山崎　琢磨（国立病院機構呉医療センター　整形外科）

KL-1	 股関節鏡手術のこれまでとこれから	
―股関節外科医にとっての股関節鏡の意義―

星野　裕信（藤枝市立総合病院）

KL-2	 “先生変わったことやってるね”と言われていた股関節鏡手術
杉山　肇（神奈川リハビリテーション病院）
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10：15～10：55　股関節鏡　動画セッション　手技の工夫と実際

座長：渡邊　宣之（公立陶生病院　整形外科）

VS-1	 エコーを用いた股関節鏡手術
錦野　匠一（錦野クリニック　整形外科）

VS-2	 Psoas	impingement に対する股関節鏡視下手術
大島　誠吾（松山赤十字病院　整形外科）

VS-3	 ナビゲーション支援鏡視下骨軟骨形成の実際
小林　直実（横浜市立大学附属市民総合医療センター　整形外科）

11：00～11：50　一般口演 2

座長：小林　直実（横浜市立大学附属市民総合医療センター　整形外科）

O2-1	 他医から紹介された診断不明股関節痛患者の病態と治療
藤井　昌（市立秋田総合病院　整形外科）

O2-2	 Hip-Sacroiliac	syndrome	（股関節鏡手術例）	の検討
野口　森幸（JCHO仙台病院　整形外科）

O2-3	 iHOT12 日本語版およびJHEQの PASSとMCID の設定の試み
渡邊　宣之（公立陶生病院　整形外科）

O2-4	 股関節鏡視下手術前患者における中枢性感作関連症状の特徴
大橋　慶久（北里大学医学部　整形外科）

O2-5	 関節包小切開で行った股関節鏡手術の術後関節包の経時的変化
森田　寛之（松山赤十字病院　整形外科）

O2-6	 境界型寛骨臼形成不全股に対する関節包切離を要しない股関節鏡手技の有用性
豊田　敬史（関西医科大学　整形外科）
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12：00～13：00　ICHIRO セミナー 1（ランチョンセミナー）　成績不良例から見えたこと

共催：スミス・アンド・ネフュー株式会社

座長：杉山　肇（神奈川リハビリテーション病院）

IS1-1	 股関節鏡手術が有効とは言えなかった症例の振り返り	
―不要手術回避のために―

大原　英嗣（市立ひらかた病院　整形外科・下肢機能再建センター）

IS1-2	 The	Efficacy	and	Challenges	of	Hip	Arthroscopy:	Lessons	Learned		
from	failure	cases	in	15	Years	of	Experience

内田　宗志（産業医科大学若松病院　整形外科）

13：00～13：20　総会

14：20～15：10　ICHIRO セミナー 2　股関節鏡手術のすすめ

共催：ストライカー株式会社

座長：内田　宗志（産業医科大学若松病院　整形外科）

IS2-1	 股関節外科医に股関節鏡手術が必要なワケ
福島　健介（北里大学医学部　整形外科）

IS2-2	 股関節鏡手術を良い治療にするコツ　―これから始める先生に向けて―
宇都宮　啓（東京スポーツ＆整形外科クリニック）

15：15～15：40　一般口演 3

座長：おおえ　賢一（関西医科大学　整形外科）

O3-1	 腸骨大腿靭帯を温存した関節鏡術後 1ケ月における FAI 患者の歩行動作解析
町田　聡（明理会東京大和病院　リハビリテーション科／森ノ宮医療大学大学院

保健医療学研究科）

O3-2	 大腿骨寛骨臼インピンジメント症候群患者の胸郭回旋可動域は骨盤後傾機能、
core	stability に関連する

立石　聡史（産業医科大学若松病院　リハビリテーション部）

O3-3	 大腿骨寛骨臼インピンジメントに対する股関節鏡視下手術後 1年の疼痛と	
術前筋力との関連

南里　佑太（北里大学病院　リハビリテーション部）
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15：45～16：35　ICHIRO セミナー 3　股関節周囲組織の解剖と病態

座長：加谷　光規（加谷整形外科スポーツクリニック）

IS3-1	 股関節周囲組織　～解剖学的研究の観点から～
堤　真大（森ノ宮医療大学　インクルーシブ医科学研究所／東京医科歯科大学　

臨床解剖学分野）

IS3-2	 股関節周囲組織の解剖学的知見を踏まえた股関節鏡手術実施時の注意点
宇都宮　啓（東京スポーツ＆整形外科クリニック）

16：40～17：10　ICHIRO セミナー 4　股関節痛を来す股関節以外の病態

座長：大原　英嗣（市立ひらかた病院　整形外科・下肢機能再建センター）

IS4-1	 仙腸関節に起因する鼠径部痛
兼氏　歩（金沢医科大学　整形外科）

17：20～18：20　パネルディスカッション　どうする？関節包切開

座長：金治　有彦（藤田医科大学 ばんたね病院）／藤井　英紀（東京慈恵会医科大学　整形外科）

PD-1	 股関節鏡手術における関節包切開
山田　和希（岡山大学学術研究院医歯薬学域　運動器医療材料開発講座）

PD-2	 腸骨大腿靱帯の温存を目標とする関節包切開を用いた股関節鏡視下手術の治療経験
齊藤　昌愛（北水会記念病院　整形外科）

PD-3	 Rotator	Interval	Closure	of	Hip	（RICH）	Surgical	Technique	
―腸骨大腿靱帯温存型股関節鏡手術手技の紹介

柴田　弘太郎ロバーツ（大阪府済生会野江病院　整形外科）

PD-4	 Advancements	in	Hip	Capsular	Access	and	Arthroscopic	Techniques:	
Enhancing	Surgical	Outcomes	Periportal	capsulotomy	with	repair

内田　宗志（産業医科大学若松病院　整形外科）

18：20～18：30　閉会式
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第 2 会場（広島コンベンションホール メインホール 2B）

13：30～14：00　ポスターセッション

座長：大島　誠吾（松山赤十字病院　整形外科）

P-1	 有痛性の寛骨臼形成不全股において、その形態と関節症性変化の進行により	
関節唇は不安定化する

陸野　尚仁（近畿大学　整形外科）

P-2	 FAI 術後に大腿骨頭中心位置は変化するか？	
～術前後 3D	CT骨モデルを用いた検証～

岡　隼輔（横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター　整形外科）

P-3	 特発性大腿骨頭壊死症における股関節鏡所見
庄司　剛士（広島大学大学院医系科学研究科　人工関節・生体材料学）

P-4	 成人脳性麻痺患者に発症した両側 femoroacetabular	impingement に対し、	
股関節鏡手術を行った 1例

舘田　健児（札幌孝仁会記念病院　股関節疾患センター）

座長：山田　和希（岡山大学学術研究院医歯薬学域　運動器医療開発講座）

P-5	 鏡視下にて手術加療した股関節内（臼蓋側）に発生した類骨骨腫の 1例
坂井　宏章（名古屋市立大学　整形外科）

P-6	 両側外側弾発股に対して両側鏡視下腸脛靭帯切離術を施行した 1例
浮田　大貴（北里大学医学部　整形外科学）

P-7	 Hip-Sacroiliac	syndrome	（股関節鏡手術例）	の術前、術後腰椎・骨盤	
アライメントの変化について

成田　貴紀（JCHO�仙台病院　リハビリテーション部）

P-8	 The	Hip-Pelvic-Lumbar	Mobility	Test	を改善させるための運動療法を実施し
早期に主訴が消失した鏡視下術後症例の報告

岡西　尚人（平針かとう整形外科　リハビリテーション科）

P-9	 FAIS 術後症例に対するファンクショナルハーネス（HELINX®）の臨床効果
高橋　優太（JCHO仙台病院　リハビリテーション部）


